
高品質『いちほまれ』の収量（0.5俵/10a）アップを目指して‼
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１．ＪＡ生育調査状況（7月7日現在）
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２．茎数の推移と今後の管理
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 上旬移植の圃場は今週から間断通水を

開始しましょう。

 中旬以降の移植の圃場は７月中旬頃ま

で中干しを継続しましょう。

 最高分げつ期を過ぎていますが、茎数は

多めで推移しています。

 ７月中旬頃まで中干しを継続しましょう。

直 播

7月は本格的な梅雨らしい天候となり、今後

一週間は継続的な降雨が予想されていま

す。

「いちほまれ」は間もなく幼穂形成期を迎

え、間断通水の管理に移行しますが、病害

虫の発生も懸念されますので圃場内の様子

を確認しながらの作業をお願いします。

梅雨突入！！病害虫に引き続き注意を！！

３．作業のポイント

移 植

 茎数は平年より多い

最高分げつ期を過ぎまし

た

 草丈は平年よりやや短い

今後の管理について

ニカメイガについて

 ニカメイガの発生予察は平年より多くなっ

ています。一部の上旬移植の圃場では茎

が黄色く変色する「心枯れ」が見られます。

 発生が見られる圃場では、営農指導員や

普及指導員に相談の上、防除を検討して

ください。

適期管理で収量向上を目指しましょう。今週のいちほまれ速報は『文殊支店』が担当しました。

 ニカメイガの幼虫による心枯れ

平均 草丈 茎数
作業日 ㎝ ㎡

R3 - 59.6 552.7 10.4 4.1

R2 - 61.9 485.4 10.3 4.1
移植

栽培区分 年度 葉令 葉色

自然落水自然落水

 渇かし過ぎないように!!

 自然落水：この水管理の

繰り返し。
 入水：水位は3程度

間断通水で多収穫！ 中干し終了後の水管理

 足跡や溝に水が残っている状態で再び入水。


